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P7Asset allocation and DB/DC split

Source: Thinking Ahead Institute and secondary sources

Numbers may not add up 100% due to rounding
*The majority of pension fund assets in Switzerland are DC and take the form of cash balance plans, whereby the plan sponsor shares the investment risk and the assets are pooled. Pure DC assets have only recently been introduced in Switzerland 
and, although they have seen strong growth, they are not yet large enough to justify inclusion in this analysis.
*In January 2017,  the UK’s Office for National Statistics stated that the figures previously disclosed for DC entitlements were significantly overestimated. As a result there is a significant decrease in UK DC pension assets when compared to the 
previous editions of this study. This change has a very limited impact on the P7 DC assets; in the order of a one percent reduction.
*Canadian DC assets now include individual accounts. Historical figures have been restated. 
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日本版スチュワードシップコード受入れ表明について

「受け入れ表明を行った（または行う予定）」との回答割合は、昨年よりも上昇したものの、「関心もない」という回答も上昇している

___________________________

出所： NFRC（野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社）

日本版スチュワードコードの受入れ表明に対する関心（今年度については回答数：202）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 今回

受入れ表明を行った（または行う予定） 4.2% 4.8% 10.9% 11.4% 11.9%

受入れ表明に関心はあるが、行っていない

（かつ行う予定もない）
46.0% 39.4% 43.6% 37.4% 26.7%

受入れ表明に関心はなく、行っていない

（かつ行う予定もない）
36.0% 37.5% 31.8% 37.9% 49.5%

わからない 10.1% 13.0% 11.8% 10.4% 11.4%

その他 3.7% 5.3% 1.9% 2.8% 0.5%
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日本版スチュワードシップコードの受入れ表明への障害

日本版スチュワードシップコード受入れ表明の障害としては、スチュワードシップ活動をモニタリングするノウハウや人員が不足していることが多く挙げられていた

また、コードの意義やメリットには一定の理解がされているものの、そのコードを受入れ表明することの意義が理解できない（または関係者に理解されない）

ということも多く挙げられていた

受入れ表明の障害は、過去5年間ほとんど変わっていない

___________________________

出所： NFRC（野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社）
（注）複数選択可の設問のため、全体の合計は100％とならない

日本版スチュワードコードの受入れ表明に障害となりうる要因（回答数：181）
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母体企業（およびその関係会社）との利益相反の可能性

その他

スチュワードシップ・コードの意義・メリットが理解できない

（または関係者に理解されない）

受入れ表明を行うことの意義・メリットが理解できない

（または関係者に理解されない）

スチュワードシップ活動、議決権行使状況などのモニタリングを

行う十分な人員やノウハウがない

今回 2021年度 2020年度 2019年度 2018年度
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